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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
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【公開番号】特開2016-77553(P2016-77553A)
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【年通号数】公開・登録公報2016-029
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月23日(2018.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　可変表示に関する情報を保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　前記保留記憶に対応する保留表示を行う保留表示手段と
　前記保留表示の態様を変化させるための複数種類の保留変化演出のいずれかを実行する
保留変化演出実行手段とを備え、
　前記保留変化演出実行手段は、前記複数種類の保留変化演出のうち一の保留変化演出を
実行した後、少なくとも前記一の保留変化演出の実行対象である保留表示の表示中に新た
に保留変化演出を実行する場合に、前記一の保留変化演出を実行したときとは異なる割合
でいずれかの保留変化演出を実行する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（１）本発明による遊技機は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態（例えば
、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、可変表示に関する情報を保留記憶とし
て記憶する保留記憶手段と、（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保留記憶バッファ）
と、前記保留記憶に対応する保留表示を行う保留表示手段（例えば、第１保留記憶表示部
１８ｃ、第２保留記憶表示部１８ｄ）と、保留表示の態様を変化させるための複数種類の
保留変化演出（例えば、「保留球変化」、「図柄変化予告」、「看板予告」の演出）のい
ずれかを実行する保留変化演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０において、ステップＳ８１９，Ｓ８２２，Ｓ８３１とＳ８７２の処理を実行する部分）
とを備え、保留変化演出実行手段は、複数種類の保留変化演出のうち一の保留変化演出（
例えば、「図柄変化予告」、「看板予告」の演出）を実行した後、少なくとも前記一の保
留変化演出の実行対象である保留表示の表示中に新たに保留変化演出を実行する場合に、
一の保留変化演出を実行したときとは異なる割合でいずれかの保留変化演出を実行する（
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図３１におけるステップＳ６００６～Ｓ６０１０および図３３参照）ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、同じ演出が連続して発生する可能性が低下するので、遊技の
興趣をより向上させることができる。
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